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産業、経済、福祉、教育、文化、スポーツ

　その他各般の振興発展に特に功労のあった方

産業経済功労
木村　與志雄 協同組合六日市スタンプ会理事長として尽力され、 経済振興に貢

献されました。

保健医療福祉功労
村本　初美 吉賀町食生活改善推進協議会会長並びに委員として尽力され、 地

域住民の健康増進に貢献されました。

　

11
月
３
日
、
令
和
３
年
度
吉
賀
町
表
彰
式
・
吉
賀
町
感
謝
状
贈
呈

式
が
吉
賀
町
六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
深
い
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

吉賀町功労　表彰式 町
発
展
を
後
押
し

　
　
　

敬
意
と
感
謝

　功労表彰では、各分野で町の振興発展に尽力された個人８名が受賞されま

した。

当日ご出席された皆さん

齋藤　弘子 吉賀町社会福祉協議会理事として尽力され、 地域福祉の発展に貢献
されました。

横田　通知雄 吉賀町社会福祉協議会の理事並びに評議員として尽力され、 地域福
祉の発展に貢献されました。

渡邊　サツ子 配食サービスの調理ボランティアリーダーとして尽力され、 地域福祉
向上に貢献されました。

渡邊　芳明 配食サービスの配達ボランティアとして尽力され、 地域福祉向上に貢
献されました。

平岡　克子 サロンボランティアリーダーとして尽力され、 地域福祉向上に貢献され
ました。

福原　武 サロンボランティアリーダーとして尽力され、 地域福祉向上に貢献され
ました。

（敬称略・順不同）
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吉賀町感謝状贈呈式
　町の事業やご寄贈を通じて住民福祉等に貢献された個人９名と１５団体に感謝状が贈呈さ

れました。

町の行う事業に尽力し、又は公務に協力し、町民の福祉増進に寄与した者

社会医療法人石州会　　理事長　谷浦　博之

医療法人小笠原　小笠原医院

　院長　小笠原　康二

医療法人社団松浦　松浦内科胃腸科

　院長　松浦　壽二郎

能美　強

桑原　美代子

手島　幸江

山本　銀子

網本　陽輔

山崎　和江

金銅　文

栗栖医院　　院長　栗栖　貴夫

当日ご出席された皆さん

新型コロナウイルスワクチン接種事業に従事

前田　晴江

鹿足郡医師会　　会長　小笠原　哲三

鹿足郡薬剤師会　　会長　飯田　好昭 社会福祉法人 吉賀町社会福祉協議会

　会長　石井　澄男
吉賀町民生委員児童委員協議会

会長　石井　泉

医療法人 橘井堂　　理事長　三輪　茂之

新型コロナウイルスワクチン接種事業に協力 ・従事者派遣

（敬称略・順不同）
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吉賀町感謝状贈呈式
　町の事業やご寄贈を通じて住民福祉等に貢献された個人９名と１５団体に感謝状が贈呈さ

れました。

公益のため町に対して私財を寄附した方

株式会社　バイタル

　代表取締役　土屋　智宏

株式会社ツルハグループドラッグ＆ファーマシー西日本

　代表取締役社長　村上　正一

一般社団法人　島根県ＬＰガス協会

　会長　森山　健一

島根県農業協同組合西いわみ地区本部

　常務理事本部長　田村　清己

アイ・コーポレーション株式会社

　代表取締役社長　石橋　照正

河野　直美

公益社団法人　「小さな親切」運動山陰本部

　代表　石丸　文男

鹿足郡養護老人ホーム組合銀杏寮

へご寄贈やご寄附をくださった個

人及び団体の皆様については、銀

杏寮広報「ほほえみ」への掲載を

もってご紹介に代えさせて頂きま

した。

当日ご出席された皆さん

当日ご出席された皆さん

（敬称略・順不同）
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しまね国スポ・障スポ　愛称・スローガン募集
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　「吉賀町いきいき健康高齢者表彰」は、健康で生きがいを持って元気に生活している高齢者を表彰し、

高齢者の福祉を増進することを目的として実施しています。１０月４日に朝倉公民館において開催した

表彰式では、受賞者３３名中２６名が出席され、岩本町長より表彰状が授与されました。

　受賞者の皆様のはつらつとしたご様子は、町が目指す「生涯現役のまち」の良きお手本です。また、

皆様へお伺いした「元気の秘訣」の中には、食事や運動、睡眠などの日常生活において心がけているこ

と、日々のこころの持ちようなど、健康に過ごしていくためのヒントがたくさん詰まっていました。受

賞者の皆様の益々のご健勝とご多幸を心から祈念するとともに、受賞者の皆様のお姿を目標に、町全体

としても健康で生きがいを持って暮らす町民が増えていくことを願います。この表彰制度は、例年夏に

候補者の募集を行っています。表彰するにふさわしい８０歳以上の方が、周囲や知り合いにおられまし

たら、次年度ぜひ保健福祉課まで推薦してください。

吉賀町いきいき健康高齢者表彰式

赤
あかまつ

松　節
せ つ こ

子　：野菜作り、草取り。毎日ラジオ体操、片足立ち、ぶら下がりなどの運動。

板
いたがき

垣　哲
てつよし

休　：毎日運動すること。

沖
お き た

田　政
まさゆき

幸　：いつも食事に気をつけている。

小
お だ

田　裕
ひ ろ し

侯　：短歌歴 70 年。短歌で、精神生活を豊かに過ごす。

川
かわもと

本　隆
たかみつ

光　：山仕事、毎日焼酎を飲む。

桐
きりつな

綱　イハコ：バランスのとれた食事。グランドゴルフ、歌、畑仕事。

古
こ ぶ け

泓　昭
あきとし

利　：食事に気をつけている。くよくよしないで生活する。

齋
さいとう

藤　邦
く に お

夫　：毎日働くこと。

齋
さいとう

藤　竹
た け よ

代　：毎日元気に働くこと。一日を楽しく過ごす。

佐
さ さ だ

々田美
み や こ

彌子：毎日できることを進んでする。楽しく野菜作り。

清
し み ず

水　福
ふ く お

雄　：毎日ラジオ体操とウォーキング。何でも食べる。

下
し も せ

瀬　長
ひさとし

利　：よく動き、運転する。面倒がらずに歩く距離を伸ばすようにしている。

澄
すみがわ

川　文
ふ み え

枝　：近所の友人たちと一緒にウォーキング。

澄
すみがわ

川　守
もりみち

道　：毎日歩く。夫婦仲良く。足りないもの探しをせず、今の状態を喜んで過ごす。

田
た な か

中　久
ひ さ こ

子　：夫の介護が生きがい。自分のペースで生活すること。

田
た ば ら

原　久
ひ さ こ

子　：食事は好き嫌いせず、きちんととる。しっかり運動。多くの友達との会話。

土
ど い

井　丈
た け こ

子　：百歳体操、ウォーキング、グランドゴルフ。

友
ともしげ

重　紀
き み こ

美子：食事は必ず食べる。人に誘われたらどこへでも出かける。くよくよしない。

中
なかはら

原　ノブ子
こ

：畑仕事。できた野菜のおすそ分け。塩分控えめの食事。

受賞者御芳名および「元気の秘訣」（敬称略、５０音順）
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永
ながやす

安　數
か ず お

夫　：早寝早起き。晩酌はほどほどに。できるだけ動く（ゲートボールなど）

能
の う み

美　由
ゆ み こ

美子：早起き。朝空を眺めて一日の計画を立てる。食事に満足し、しっかり動く。

早
はやかわ

川　幸
さ ち こ

子　：毎日歩く。畑に出て 1日中からだを動かす。野菜をたくさん食べる。

藤
ふ じ い

井　福
とみあき

昭　：ウォーキング、グランドゴルフ。

増
ましもと

本　隆
た か こ

子　：毎日畑仕事と草引きを、あれこれ工夫しながらがんばっている。

松
まつもと

本　正
ただし

　　：グランドゴルフ、歩くこと。酒を飲む。元気で過ごせるよう神仏にお参り。

三
み う ら

浦　和
か ず こ

子　：早寝早起き。一日中動き回っている。

見
み か わ

川　鈴
す ず え

枝　：毎日 1時間歩く。

水
みずむら

村　初
は つ え

枝　：野菜作り。早起き、夜もきちんとして寝る。

光
みつなが

長　節
せ つ お

夫　：米作り、畑仕事に精を出して頑張っている。

村
むらかみ

上　イワコ：午前中は家の片づけや草引きなどでしっかり動き、午後はゆっくり過ごす。

村
むらもと

本　登
と み こ

美子：歩くこと。

森
もりかげ

影　範
の り こ

子　：食事に気をつける。なるべく動き、歩くようにする。人と出会うこと。

吉
よしかわ

川　愛
あ い こ

子　：楽しく、仕事に夢を。夢の花を咲かせている。

吉賀町いきいき健康高齢者表彰式

平成 27 年度  1 名　　平成 28 年度  0 名　　平成 29 年度  2 名　　平成 30 年度  2 名

令和元年度　23 名　　令和２年度　23 名　　令和３年度　33 名　　　合計　84 名

参考／過去の受賞者人数
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吉賀町上下水道コラム

　下水道出前講座とは、島根県土木部 下水道推進課が主催している 下水道についての認識を深

める事を目的とした講座です。今年は９月２８日に六日市小学校、１０月７日に蔵木小学校で行

いました！

　この講座では、汚水の処理方法や使用上の注意点の解説・処理場から採取した汚水や処理水の

見比べ・微生物の観察・様々な実験をしました！

下水道出前講座を行いました

下水道について学習したよ

マンホールのふたには

いろんな絵柄があるね

下水道について学習したよ

トイレットペーパーと

ティッシュを水とかき混ぜ

ると どうなるかな？
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吉賀町上下水道コラム

顕微鏡で微生物を観察したよ！
実験はわくわくするね

微生物がたくさんいる

ね！！どんな種類の微生物

かな？

児童たちは熱心に講座を受けていました。下水道の仕組みや大切さが分かった、正しい下

水道の利用をしていく等の感想もありました。

　吉賀町では、六日市・七日市地区には下水道が、初見新田・柿木地区には農業集落排水が整備

されています。

　下水道法では供用開始後３年以内に公共下水道に接続することが定められています。下水道処

理区域内の方でまだ下水道に接続されていない方は接続をお願いいたします。

下水道への接続、合併浄化槽の設置につきまして

下水道・農業集落排水区域にお住まいの方へ

　汚水処理区域外にお住まいの方に対して、合併浄化槽（トイレ、台所、お風呂等の生活雑排水

を全て処理する浄化槽）の設置費・槽維持管理費の補助を行っております。

　また、単独浄化槽（トイレのみを処理する浄化槽）から合併浄化槽への転換をする際には、宅

内配管工事費に対する補助金もあります。

汚水処理区域外にお住まいの方へ

吉賀町における、生活環境の向上や河川の水質保全の為、

下水道への接続や浄化槽設置にご理解とご協力をよろしくお願いいたします

吉賀町役場建設水道課　☎０８５６‐７９‐２２１２

問い合わせ先
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益田税務署からのお知らせ

益田税務署　 ☎０８５６－２２－０４４４問い合わせ先

給与所得以外に雑所得や一

時所得がある方など、多く

の方が

　　スマホ専用画面

をご利用いただけます。

スマホから確定申告

①スマホ専用画面

キャッシュレス納付

①ダイレクト納付

申告書の作成は

こちらから！

「マイナンバーカード」と「マイナン

バーカード対応のスマートフォン」を

お持ちの方は、e-Tax で送信できます。

②ｅ -Ｔａｘ送信

＋

＊マイナンバーカード対応のスマートフォン等をお持ちでな

い方も、「ＩＤ・パスワード方式の届出完了通知」に記載さ

れたＩＤ・パスワードがあれば、e-Tax で送信できます。

届出をした預貯金口座からの振替により

即時又は指定した期日に納付することが

できます。

②振替納税
届出をした預貯金口座から指定された期

日に自動で引き落とすことにより納付で

きます。 ※個人の申告所得税・消費税に限ります。

③インターネットバンキング
インターネットバンキングにより国税を

電子納税できます。

④クレジットカード納付
専用サイトへアクセスし、クレジット

カードを利用して納付できます。
※納付額に応じた決済手数料がかかります。

消費者ホットライン１８８

●ポイントサイトとは、そのサイトを経由

して指定されたサイトの会員登録や商品購

入、アンケート回答などを行うことでポイ

ントが貯められるサービスです。利用する

際は、ポイント獲得条件などをよく確認し

ましょう。

●無料期間やキャンペーンなどで試しに利

用する場合でも、指定先の各サイトごとに

利用規約や解約条件をきちんと確認しま

しょう。

●解約するときなどに必要となるので、ID

やパスワードをしっかり管理することも大

切です。

●困ったときは、すぐにお住いの自治体の

消費者センター等にご相談ください。

消費者ホットライン 188　お近くの消費生活相談窓口につながります。

島根県消費者センター☎ 0852-22-5103 Fax:0852-32-5918 

　　　　　　　　　　　E-Mail:syohisen@pref.shimane.lg.jp

石見地区相談室　　　☎ 0856-23-3657　役場税務住民課☎ 77-1113

問い合わせ先
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マイナンバーカードとは？

　マイナンバーの他、顔、氏名、住所、生年月日、性別が記載されています。交付手数料は無料！

　対面でもオンラインでも使える公的な本人確認書類です。

申請して取得できる顔写真付きのプラスティック製のカード

本人確認書類として利用！

写真付き本人確認書類が必要な時に！

マイナンバーを証明する書類になる！

マイナンバーの提示と本人確認がこれ 1枚で済みます。

健康保険証として使える！

２０２１年１０月から健康保険証として

使えるようになりました。

確定申告を e-Tax で！

マイナンバーカードを使ってインターネットで

確定申告ができます。

詳しくはお問い合わせください。

マイナンバーカードの交付場所は税務住民課ですが、柿木地域振興室でも受け取るこ

とができますので、ご相談ください。

マイナンバーカードの申請は、郵便またはスマートフォンで！

吉賀町役場　税務住民課　☎０８５６‐７７‐１１１３

問い合わせ先

※マイナンバーカードを使って e-Tax をご利用の皆様へ

　マイナンバーカードの住所に『柿木村』の表記のある方は、住所を書

き換える必要があります。マイナンバーカードを使って e-Tax で確定申

告をする前に、ご相談ください。
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吉賀町販路拡大促進支援事業補助金

　町内において事業所又は店舗等を有する者で（性風俗関連特殊営業に該当する事業者は除く）

次のいずれにも該当すること

〇納期の到来した町税等に滞納がない者

〇申請者等が暴力団等に関与していない者

〇今後も引き続き、事業を継続していく意思のある者

補助対象者

　新型コロナウイルス感染対策実施下において、事業者が実施する販路拡大に係る経費

補助対象経費

補助率 ４／５ 補助限度額  ２０万円 補助下限額  ５万円

令和３年１２月３１日まで（１回限り）

※まだ申請がお済でない方はお早めに申請をお願いします

申請期限

対象となる取組例

吉賀町役場産業課　☎０８５６‐７９‐２２１３

問い合わせ先
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除雪についてお願い

　吉賀町、島根県では冬期における道路交通の安全を確保するため、町内の町道及び国、県道約

２００㎞について、除雪を行なうことにしています。

　道路上への私物の放置、路上駐車及び道路上へ覆い被さるように茂っている立竹木は、除雪作業の

支障となりますので事前に撤去、移動等お願いします。除雪により道路管理上、支障となる立竹木に

ついては、除雪作業の際に伐採、処分させていただくことがありますので、予めご了承下さい。

　道路の凍結の恐れがある箇所については、凍結防止剤を配置しています。お近くの各家庭において

散布していただきますようお願いします。

　凍結防止剤のなくなったところや、新に設置してほしい箇所については、連絡をしていただければ

配置します。除雪作業についてのお問い合わせは、混乱を避けるため各自治会長を通じて取りまとめ、

連絡をお願いします。除雪作業後は、民家前にも堆雪しますのでご迷惑をおかけすることが多いかと

思いますが、除雪の主旨をご理解いただき、除雪作業が円滑に行なえるようご理解、ご協力をお願い

します。

規制期間　令和３年１２月１５日　　８：００から

　　　　　令和４年　３月１５日　１７：００まで（終日）　

津和野土木事業所管内　冬期通行不能箇所図

冬期通行不能区間

町道は、役場建設水道課　☎７９－２２１２

国道・県道は、島根県津和野土木事業所　維持係　☎７２－０５３２

芦
谷
口
橋
付
近

郡
界

県道　匹見左鐙線

Ｌ＝５．１km

県
　
境

小
中
河
内
橋
付
近

県道　柿木山口線

Ｌ＝４．１km

県道　柿木津和野停車場線

　　　Ｌ＝４．０km

問い合わせ先



ひろがる　多文化共生

　六日市小学校の５・６年生が、総合的な学習の時間に「国際理解・異文化理解」をテーマに学習に

取り組んでいます。吉賀町内に暮らす外国人住民の方を講師にお招きし、①「自国と日本の文化の違

い、日本に来て困ったこと」、②「どうして日本に（吉賀町に）来ようと思ったのか」の２点につい

てお話をしてもらいました。

　気温や気象などの地理的な違いから、食べ物の違いや、宗教の違いまでいろいろな「違い」を知る

ことができました。児童にとって身近な、学校教育に関する「違い」には、「え～！」「すごい！」な

ど特にびっくりした様子でした。自分たちが「当たり前」と思っていることが、実は「世界の当たり

前」ではないことに気付くことができました。

　お忙しい中、快く協力していただいた外国人住民の皆さんからは、「子どもたちと関わることがで

きて楽しかった」「コロナで自国に帰れてないので、久しぶりに自国のことを思い出すことができて

嬉しかった」など、素敵なお言葉をいただきました。

　小さな町で、異文化理解・多文化共生の輪が広がりつつあります。

パキスタン出身のムハンマドさん 中国出身のラーラーさん ベトナム出身のフィンさん フィリピン出身のエヴァさん

ＮＥＷＳ
よしか お知らせ
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第２回まちづくり委員会を開催

　１０月２１日（木）本年度２回目となるまちづくり委員会を役場本庁舎で開催しました。

　この日の委員会では、まちづくり計画の評価を行いました。３つのグループに分かれ、住民アンケー

トの結果から得られた住民ニーズをもとに、政策項目毎の取り組み状況の評価や今後力を入れていく

べきことなどについて、様々な提案を行っていただきました。委員会の中で出された意見については、

第２次まちづくり計画の前期評価として町長に具申を行う予定です。

※住民アンケートは、３７．３％という高い回収率となりました。アンケート結果については、今後

のまちづくりに活用させていただきます。ご協力いただいたみなさまありがとうございました。

吉賀町役場企画課　☎０８５６‐７７‐１４３７

問い合わせ先
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①飲料用のビン類、食料品類のビン類

鹿足郡リサイクルプラザコラム　「ビンのリサイクル方法」

鹿足郡リサイクルプラザで、色選別し、資源化ルートに出しています。

ガラス・陶器類は敷地内にある一般廃棄物最終処分場で埋立しています。

鹿足郡リサイクルプラザ　☎０８５６－７７－１５６８

問い合わせ先

（注意）農薬・劇薬のビンは出せません。専門業者に出しましょう。

ビン類の出し方についてのポイント

②陶磁器、茶碗、湯のみ、花瓶、せともの類

◎キャップをはずして、中を洗って排出しましょう。ごみなどが入っていると丈夫なビンに

　生まれかわることができません。

◎プラスチックのふたは、「容器包装プラスチック」として排出しましょう。

　※食用調味料等に使われている打栓式のキャップは無理に取らなくても構いません。

◎金属のふたは「カン、金属類」として排出しましょう。

◎コルクのふたは「可燃ごみ」として排出しましょう。

③板ガラス、ガラスコップ、その他ガラス製品

（注意）鋭利なガラス、割れたもの、破片等を出す場合は、指定袋が破れないような処

置をし、排出しましょう。※リサイクルプラザでの選別作業の軽減の為、できるだけ過

剰包装は控えてください。

島根県最低賃金改定のお知らせ

　島根県内の事業場で働くすべての労働者とその使用者に適用さ

れる島根県最低賃金が次のように改定されました。この金額は、

令和３年１０月２日（土）以降の賃金から適用されます。

時間額　８２４円

　なお、最低賃金には、①臨時に支払われる賃金　②１ヶ月を超える期間ごとに支払われる賃金　③

時間外労働・休日労働・深夜労働に対する割増賃金　④精皆勤手当、通勤手当及び家族手当は含まれ

ません。

　最低賃金については、島根労働局労働基準部賃金室（TEL：０８５２－３１－１１５８）

または、松江・出雲・浜田・益田の各労働基準監督署にお問い合わせください。
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宝くじの助成金でコミュニティ活動備品を整備しました

　令和３年度コミュニティ助成（宝くじ助成金）事業

を活用し、コミュニティ活動備品（テント、イス、テー

ブル、発電機）を整備しました。

　この事業は、一般財団法人自治総合センターが宝く

じの社会貢献広報事業として、宝くじの普及広報を行

うとともに、コミュニティの健全な発展を図ることを

目的に宝くじの受託事業収入を財源として実施してい

るものです。

　購入した助成事業物品などにはそれぞれ助成事業で

あることを示すキャラクター『クーちゃん』が表示さ

れています。

　コミュニティ助成事業により整備されたコミュニ

ティ活動備品は次のとおりです。

●テント…７張

●イス…６０脚

●テーブル…２０台

●発電機…３台

備品購入総額　約２５７万円

１００歳高齢者に対してお祝い状及び記念品を贈呈

　９月２０日の老人の日の記念行事として、今年度中に１００歳を迎えられる高齢者の方に対し、

内閣総理大臣からお祝い状と記念品が贈呈されました。

　対象者は次のとおりです。（５０音順、敬称略）

小田文江さん、末岡幸市さん、能美イツ子さん、松村春子さん、

松本茂子さんについてはご家族に贈呈させていただきました。

大庭ミユキさん 安永ミツ子さん 三浦茂子さん

村中シノブさん

竹内ミツヱさん

重見キミヱさん 滝元ユキノさん 桐木チエノさん

大
お お ば

庭　ミユキ

小
お だ

田　文
ふ み え

江

桐
き り き

木　チエノ

重
し げ み

見　キミヱ

末
すえおか

岡　幸
こういち

市

滝
たきもと

元　ユキノ

竹
たけうち

内　ミツヱ

能
の う み

美　イツ子
こ

松
まつむら

村　春
は る こ

子

松
まつもと

本　茂
し げ こ

子

三
み う ら

浦　茂
し げ こ

子

三
み は ら

原　ミサヲ

村
むらなか

中　シノブ

安
やすなが

永　ミツ子
こ

三原ミサヲさん
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日 月 火 水 木 金 土
年末特別番組 1 2 3 4

◆ニュース・サンネット年間総集編
　２０２１年に放送したニュース ・ サンネットを一挙放送！

◆少年の主張鹿足郡大会【再放送】
　郡内各中学校から選ばれた発表者が日頃感じたこと等を発表

◆第２回きん祭みん祭農業文化祭onステージ
　吉賀町内の神楽社中や地域団体による演目やステージ発表

その他、特別番組を放送予定！

9：00
●あいラブせん
　りゅう(宮城) 

9：30
●気仙沼めっけ
　(宮城)

9：00
●お地蔵
　ものがたり

9：30
●えきぐる！
　～木次線沿線地域の
　　楽しみ方ガイド～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30 
●のんびり安来
　～山城攻略編３～

6：00 
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし安全
　安心だより

5 6 7 8 9 10 11
6：00 
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし安全
　安心だより

9：00
ニュース・サンネット
総集編

9：00
●はじめての
　菜園生活。 

9：30
●グラントワチャン
　ネル

9：00
●神主と学ぶ
　日本神話

9：30
●わがと家の人々

9：00
●しまねの健康
　 づくりプラス１
　(ワン)【糖尿病編】
9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00 
◎新日本紀行
　ふたたび
　【男たちの大山笠】
10：00
◎新日本紀行
　ふたたび
　【都ぞ弥生】

6：00 
●ニュース
　サンネット

12 13 14 15 16 17 18
6：00 
●ニュース
　サンネット

9：00
●つわぶき少年
　野球大会

9：00
●島大病院ちょっ
　と気になる健康
　講座 
9：30
●出雲のほそ道
 

9：00
●いい伊豆
　みつけた(静岡) 

9：30
●ふるさと歴史
　発見！(静岡)

9：00
●お地蔵
　ものがたり

9：30
●えきぐる！
　～木次線沿線地域の
　楽しみ方ガイド～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30 
●のんびり安来
　～山城攻略編３～

6：00 
●ニュース
　サンネット

19 20 21 22 23 24 25
6：00 
●ニュース
　サンネット

9：00
きん祭みん祭農業
文化祭onステージ

9：00
●釣りしんちゃい！ 

9：30
●グラントワチャン
　ネル

9：00
●神主と学ぶ
　日本神話

9：30
●わがと家の人々

9：00
●美肌県島根へ
　行こう！

9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00 
◎新日本紀行
　ふたたび
　【男たちの大山笠】
10：00
◎新日本紀行
　ふたたび
　【都ぞ弥生】

6：00 
●ニュース
　サンネット

26 27 28 29 30 31 体操番組
6：00 
●ニュース
　サンネット

9：00
◎益田市民合唱祭

1１：00
◎萩・石見空港
　マラソン

9：00
ニュース・サンネット
年間総集編

前番組終了後
●年末特別番組

9：00
ニュース・サンネット
年間総集編

前番組終了後
●年末特別番組

9：00
ニュース・サンネット
年間総集編

前番組終了後
●年末特別番組

9：00
ニュース・サンネット
年間総集編

前番組終了後
●年末特別番組

２８日～３１日は

特別番組放送の

為 「みんなでラジ

オ体操」 と 「みん

なのつわの体操」

はお休みします

島根県議会定例会「生放送」 吉賀町議会・津和野町議会中継 ケーブルセンター受付時間

  112ｃｈで島根県議会定例会本会議を放送！

  ◆放送日時◆ 午前１０時～ 放送開始
    １２月２日～３日　６日～１０日　２２日

  112ｃｈで12月定例会一般質問を放送！

  ◆放送日時◆ 午前９時～ 放送開始
     吉賀町議会 　１２月１３日～１６日 （予定）
     津和野町議会 １２月20日～23日 （予定）

サンネットにちはら 
Tel 74-2099/Fax 74-2667 

平日　8：30～17：15 
（土・日・祝はお休みです） 

緊急連絡先 
セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016
 　　　【１１２ｃｈの視聴方法】 ※リモコンのメーカーや機種によって表記が異なります

  　　　　■リモコンの “11” を押しチャンネルをサンネットにちはら111chに合わせた後

　  　　　　チャンネルボタンの “上矢印 または ＋ ”を１回押すと１１２chに移行します

特

字

字 字

字 字

字

字

字

特

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ●３Hごとに放送  ●４Hごとに放送　  　特別番組 
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特121212 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２1
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糖尿病を防ごう
　糖尿病は自覚症状がなく進行するため、放置すれば気づいたときには重症化し、脳卒中や

心筋梗塞、三大合併症（神経障害・網膜症・腎症）などを引き起こす原因となります。

　健康診断の結果、血糖値が高めと言われた人や基準値を超えている人は病院の受診、生活

習慣の改善をしましょう。

保健だより
健康・食育・予防

最近こんなことが気になっていませんか

〇食生活の乱れ

〇運動不足

〇寝不足やストレス

〇お酒の飲みすぎ

〇タバコをやめられない

これらは血糖値を上げる原因になります

糖尿病の進行とともに現れる症状

●のどの渇き　●尿の量・回数が多い　●急激な体重減少

●全身のだるさ、・疲労感　●手足のしびれ

そのまま放置しておくと

糖尿病網膜症

網膜の細かい血管が痛

み、視力低下や出血など

が起こり失明することも

あります。

糖尿病神経障害

初期段階に手足のしびれなど

の自覚症状が現れます。知覚

を失うことで火傷や靴擦れな

どに気づかず、皮膚や皮下組

織などが死滅する壊疽を起こ

し、足を切断することもあり

ます。

糖尿病腎症

腎臓の血管が痛み、悪化

すると腎不全に陥り透析

治療が必要となることも

あります。

治療を中断してはいけません

　すでに糖尿病と診断されている人が合併症を発症しないようにするためには、医師や専

門家の指導の下、食事、運動、薬物療法による血糖コントロールが必要です。

　体に感じる症状がなかったり、血糖値が下がっても、決して自己判断で治療を中断しな

いようにしましょう。



子育て世代

包括支援センター ぴよぴよ だより

　町内の保育所や子育てサロン、子どもの育ちに関することをお伝えしていきたいと思います。

今月は

ななこう保育所

です。

園名　社会福祉法人七光保育所

住所　吉賀町七日市 467 番地 2

電話　0856 － 78-0310

☆ホームページもごらんください！☆

保健だより
健康・食育・予防

園舎中央にあるランチルームと青

い空をイメージした絵本コーナー
ひとり一人の『大好き』を大切にする保育
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保・小・中・高

が隣接する貴重

な七日市地区

歩く ‼一緒にあるく！お散

歩大好き　川と緑があふれ

るこの街が教えてくれる！

大好きが生まれると、やる

気と元気がやってくる！

七日市地区

みーんなが

集まろう

七力祭り

保・小・中学合同で花いっぱい運動

折り紙ランド

みんなで「おいしい！」を感じる場所

時には野外レストランで！

お弁当作り中！

神社で見習い中？

憧れの八久呂ななこう太鼓

高校生保育自習で夏のお楽しみ！みんなで夕涼み会

友だちのあったかいを感
じながら

全身で！

絵具遊び

地域の皆さんと苗植え

遊びながら体幹を鍛える

河原を歩くと、心も体もくすぐられる

地域の草刈りのお陰でできた
２.５キロも続く長―い散歩道



保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー「 私たちの健康は私たちの手で」

食育 まちの食育ステーション

　１０月５日（火）キヌヤ七日市店、サンマート六日市店で

まちの食育ステーションと題して啓発活動を行いました。

　『まちの食育ステーション』としては２回目の開催となり、

皆さんが買い物に訪れるお店にお邪魔しました。

　島根県では健康寿命は延びているものの、全国と比べて脳

血管疾患の死亡率や高血圧罹患率が高く、その原因である食

塩摂取量が依然として高いことや運動習慣を持つ方が少ない

こと、野菜の摂取量が少ないなどの生活習慣上の課題があり

ます。そこで食生活改善に向け、特に減塩、野菜摂取の啓発

を強化するために啓発活動を行いました。

　今回の啓発活動では、いりこと昆布のだしパックを配布し、

だしの取り方や具だくさんみそ汁などレシピを一緒に配りま

した。また、１日に摂取してほしい野菜の量３５０ｇを展示

して野菜の摂取を呼びかけました。島根県では成人の野菜の１日の摂取量が２８０g と目標

の３５０ｇにあと７０ｇ足りません。そこで７０ｇ以上のこれからの季節の旬の野菜を使っ

た簡単にできる料理を展示し、レシピの紹介をしました。

　来場された方からは、いりこと昆布のだしパックは喜ばれ、「早速使ってみよう」との声

が聞かれました。野菜の展示では「実物があるとわかりやす

い」「これなら１日分の野菜は摂れそう」「おいしそうなので

是非作ってみたい」という感想をいただきました。

　配布したレシピをご紹介します。これから旬の野菜を使用

しています。簡単に作れますのでぜひご家庭でも作ってみて

ください。

食品名 分量
大根 125 ｇ（輪切り 3㎝）

ベーコン 20 ｇ（1枚）
植物油 3 ｇ（小さじ 1/2）

コンソメ（顆粒） 2 ｇ（小さじ 2/3）
こしょう お好み

★大根とベーコンの洋風炒め

作り方

①大根を厚さ約 8mm の半月切り、

　ベーコンを 1cm 幅に切る

②フライパンに植物油を入れ、大根を炒める。

　軽く焼き色がついたら、ベーコンも加え炒める

③②にコンソメとこしょうを入れて、

　コンソメが溶けるまで軽く炒める

( エネルギー 130 ｋｃａｌ　　塩分 1.2 ｇ )

1 人分の材料

※大根を炒める前に電子レンジで加熱しておくと、炒める時間が短くなります！
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　今

月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

絵
本
‼
い
い
で
す
ね
。
こ
た
つ
に
入
っ
て
子
供
と
一
緒

に
読
ん
だ
り
、
物
思
い
に
ふ
け
り
な
が
ら
静
か
に
時
間
を

過
ご
し
た
り
と
。

　

吉
賀
町
柿
木
出
身
の
絵
本
作
家
「
ひ
び
ち
ょ
ん
」
さ
ん

が
、
第
６
回
絵
本
出
版
賞　

絵
本
部
門　

奨
励
賞
」
を
受

賞
。
受
賞
作
品
「
お
と
う
と
」
が
こ
の
た
び
絵
本
と
し
て

出
版
さ
れ
ま
し
た
。
手
に
取
っ
て
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

作
家
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
で
す
…
・
ワ
ン
ち
ゃ
ん
が
好

き
な
人
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
に
も
大
人
に
も
読
ん
で
ほ

し
い
な
っ
て
思
っ
て
い
ま
す
。
…
・　
　

　

一
年
早
い
で
す
ね
。
も
う
カ
レ
ン
ダ
ー
も
残
す
と
こ
ろ

お
と
う
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
び
ち
ょ
ん

ラ
チ
と
ら
い
お
ん　
　
　
　
　
　
　
　

マ
レ
ー
ク
・
ベ
ロ
ニ
カ

ご
め
ん
ね
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ノ
ル
ベ
ル
ト
・
ラ
ン
ダ

そ
の
ま
ん
ま
東
へ
！　
　
　
　
　
　
　

東
国
原
英
夫

羊
と
鋼
の
森　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
下
奈
都

錨
を
上
げ
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
田
尚
樹

幸
せ
の
舌
シ
チ
ュ
ー　
　
　
　
　
　
　

髙
田
良
美

ラ
ジ
オ
体
操
健
康
法　
　
　
　
　
　
　

湯
浅
景
元

暮
ら
し
の
折
り
紙
雑
貨　
　
　
　
　
　

山
口　

真

ズ
ボ
ラ
レ
シ
ピ　
　
　
　
　
　
　
　
　

犬
飼
つ
な

ヒ
ミ
ツ
の
味
付
け
手
帳　
　
　
　
　
　

主
婦
の
友
社

作
り
お
き
＋
つ
か
い
切
り
お
か
ず　
　

武
蔵
裕
子

【
中
学
生
の
職
場
体
験
に
つ
い
て
】

　

10
月
14
・
15
日
の
２
日
間
、
六
日
市
中
学
校

２
年
生
の
中
村
雪
羽
さ
ん
が
図
書
館
で
職
場
体

験
を
さ
れ
ま
し
た
。
図
書
館
で
の
窓
口
業
務
や

六
日
市
小
学
校
へ
の
Ｂ
Ｍ
巡
回
な
ど
の
仕
事

で
し
た
。
図
書
館
に
来
ら
れ
た
お
客
様
か
ら

は
励
ま
し
の
声
を
い
た
だ
き
、
Ｂ
Ｍ
巡
回
で

は
、
小
学
校
の
卒
業
生
な
の
で
顔
見
知
り
の
児

童
も
多
く
、
み
な
さ
ん
に
貸
出
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。
今
ま
で
は
図
書
館
の
利
用
者
と
し
て
で

し
た
が
、
実
際
に
仕
事
を
し
て
初
め
て
知
る
事

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79

 ≪ベスト・リーダー！１０月≫

　　書　　　名　　　　　　著　　者

「これはただの夏」　　　　　燃え殻　　　著

「一夜の夢」　　　　　　　　佐伯　泰英　著

「婿どの相逢席」　　　　　　西條　奈加　著

「がん消滅の罠」　　　　　　岩木　一麻　著

「琥珀の夏」　　　　　　　　辻村　深月　著

≪図書館利用状況 10月≫

●貸出総数４，２７６冊

●貸出人数　 ６０６人

●来館者数　 ７６７人

 [ 図書館の休館日 ]

・毎月曜日と祝日

・１２月２８日（火）～１月５日（水）

　年末年始休館

 [ 図書返却について ]

・町内の返却ポストは、柿木・七日市公民館

【
絵
本
コ
ー
ナ
ー
展
示
紹
介
】

　

「
い
ろ
い
ろ
な
お
は
な
し
」

と
題
し
て
「
色
」
に
ま
つ
わ

る
絵
本
を
集
め
て
並
べ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

も
多
く
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
身

近
な
公
共
施
設
と
し
て

図
書
館
に
親
し
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

こ
の
一
枚
。
旧
暦
で
い
う
「
師
走
」
と
い
う
言
葉
に
も
、
年
の
瀬
の
慌
た
だ
し

さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
語
源
に
つ
い
て
は
年
末
で
皆
忙
し
く
、
普
段
走
ら
な
い

師
匠(

僧
侶)

さ
え
も
忙
し
く
走
り
回
る
月
だ
か
ら
と
い
う
解
釈
が
一
般
的
な

よ
う
で
す
。

図書だより
町立図書館・柿木公民館
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「
水
と
す
む
ま
ち
吉
賀
町
」
こ

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、数
年
前
、

地
元
吉
賀
高
等
学
校
の
生
徒
の
皆

さ
ん
が
町
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
と
も

に
考
案
し
て
頂
い
た
も
の
で
、
今

で
は
町
の
広
報
媒
体
や
町
内
で
生

産
さ
れ
る
特
産
品
な
ど
に
も
表
示

さ
れ
、
目
に
す
る
機
会
が
増
え
て

き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
町
で
は
、
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
の
と
お
り
一
級
河
川
・
高
津

川
に
代
表
さ
れ
る
貴
重
な
水
資
源

を
共
有
の
財
産
と
し
て
捉
え
、
流

域
自
治
体
と
振
興
策
を
模
索
し
て

い
ま
す
。

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

　

さ
て
、
こ
の
高
津
川
の
水
源
は

田
野
原
の
大
蛇
ヶ
池
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
形
で
水
源
が
特
定
出
来

る
一
級
河
川
は
、
全
国
で
も
極
め

て
稀
な
事
案
で
す
。
平
成
４
年
６

月
水
源
公
園
完
成
を
記
念
し
て
、

水
源
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
時
、
昭
和
14
年
以
降
途
絶
え
て

い
た
「
雨
乞
い
神
事
」
が
地
元
ま

ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
若
杉
会
」

に
よ
っ
て
復
活
さ
れ
、
以
来
水
源

祭
り
は
、
初
夏
の
恒
例
行
事
と
し

て
定
着
し
、
地
域
の
結
束
を
固
め

る
こ
と
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
写
真
愛
好
家
を
中
心

に
多
く
の
フ
ァ
ン
の
方
が
訪
れ
て

い
ま
す
が
、
昨
年
と
今
年
は
、
残

念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
止
む
無
く
中
止

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
蛇
作
製
の
中
心
で
も
あ

る
田
野
原
在
住
の
高
田
直
幸
さ
ん

が
、
今
年
２
月
下
旬
、
役
場
に
観

賞
用
大
蛇
を
ご
寄
贈
頂
き
ま
し

た
。
葛
に
巻
き
付
け
た
長
さ
約
１
．

５
メ
ー
ト
ル
の
大
蛇
で
、
今
に
も

Vol.45

岩本一巳

大
蛇
の
ご
と
く

動
き
出
し
そ
う
な
迫
力
満
点
の
作

品
で
す
。
ま
た
、
高
田
さ
ん
を
は

じ
め
若
杉
会
の
皆
さ
ん
が
作
ら
れ

た
大
蛇
は
、
広
島
県
庄
原
市
に
あ

る
国
営
備
北
丘
陵
公
園
ひ
ば
の
里

内
「
神
楽
殿
」
に
も
奉
納
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ
り
ま
し

た
ら
是
非
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

現
在
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
様
々
な
活
動

に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
が
、

水
源
祭
り
に
登
場
す
る
大
蛇
の
ご

と
く
力
強
く
躍
動
す
る
地
域
づ
く

り
、
人
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
水
資
源
を

活
用
し
た
産
業
振
興
や
観
光
振
興

を
図
る
と
と
も
に
、
一
人
で
も
多

く
町
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

町長コラム

ご寄贈頂いた観賞用大蛇 国営備北丘陵公園「神楽殿」奉納大蛇
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吉
賀
中
学
校
緑
の
少
年
団
が
公
益
社
団

法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構
に
よ
る
「
全
国

緑
の
少
年
団
表
彰
審
査
」
に
お
い
て
「
み

ど
り
の
奨
励
賞
（
国
土
緑
化
推
進
機
構
理

事
長
賞
）」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

全
国
の
緑
の
少
年
団
の
中
か
ら
５
団
が
選

ば
れ
る
最
高
賞
で
あ
り
、
吉
賀
町
初
の
快

挙
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
10
月
９
日
に
北
海
道
大

学
で
開
催
さ
れ
た
第
44
回
全
国
育
樹
祭
併

催
行
事
の
全
国
緑
の
少
年
団
活
動
発
表
大

会
に
参
加
し
、
代
表
生
徒
２
名
が
活
動
発

表
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の

為
、
リ
モ
ー
ト
で
の
参
加
に
な
り
ま
し
た

が
、「
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
学
ぶ
」
と
題

吉
賀
中
学
校　

緑
の
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
最
高
賞
受
賞

トピックス
話題・できごと

続
し
て
い
る
地
域
貢
献
活
動
に
よ
り
地
域

の
重
要
な
一
員
と
し
て
の
活
躍
を
期
待
す

る
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
11
月
10
日
に
は
吉
賀
町
役
場
を
訪

れ
、
福
原
校
長
先
生
と
生
徒
会
長
の
笠
江

雄
真
さ
ん
（
３
年
）、
副
会
長
の
加
藤
樹

一
さ
ん
（
２
年
）
が
、
町
長
、
教
育
長
に

受
賞
報
告
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

緑
の
少
年
団
の
活
動
は
、
緑
の
募
金
を

財
源
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
か
ら

頂
い
た
募
金
を
有
効
に
活
用
し
有
意
義
な

活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
共
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
日
頃
の
活

動
に
つ
い
て

堂
々
と
発
表

し
ま
し
た
。

　

講

評

で

は
、
ミ
ニ
地

球
を
作
成
す

る
等
印
象
的

な
体
験
学
習

で
あ
り
、
継

　

令
和
３
年
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

益
田
市
の
持
石
海
岸
周
辺
で
「
海
辺
の
漂

着
物
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
島
根
県
環
境
生
活
部
廃
棄

物
対
策
課
が
海
岸
漂
着
物
を
回
収
・
分
別

し
、
人
工
物
に
よ
る
海
辺
の
汚
染
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
で「
ご
み
を
捨
て
な
い
心
、

海
の
環
境
を
守
ろ
う
と
す
る
心
」
を
育
む

こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
は
吉
賀
町
か
ら
４
小
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ

参
加
し
ま
し
た
。

　

漂
着
物
を
回
収
し
、
分
別
し
た
児
童
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
買
物
袋
等
の
家
庭
ご
み

や
、
国
外
か
ら
の
ゴ
ミ
が
多
い
こ
と
に
驚

海
辺
の
漂
着
物
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

い
て
い
ま
し
た
。
県
の
職
員
か
ら
「
外
国

の
ゴ
ミ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
の

ゴ
ミ
も
海
外
に
流
れ
着
い
て
迷
惑
を
か
け

て
い
る
」
と
の
説
明
を
真
剣
な
表
情
で
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　

川
辺
で
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
も
川
の
流
れ

に
沿
っ
て
や
が
て
海
に
流
れ
出
る
そ
う
で

す
。
軽
い
気
持
ち
で
捨
て
た
ゴ
ミ
が
海
岸

を
汚
す
だ
け
で
な
く
、
鳥
や
魚
な
ど
に
も

悪
い
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

帰
り
の
バ
ス
に
乗
り
込
む
前
に
は
、

さ
っ
そ
く
道
端
の
ゴ
ミ
を
拾
う
児
童
が
い

ま
し
た
。
こ
の
調
査
を
通
じ
て
環
境
に
つ

い
て
考
え
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　

10
月
９
日
（
土
）
広
島
市
マ
ツ
ダ
ス
タ

ジ
ア
ム
に
て
広
島
東
洋
カ
ー
プ
主
催
の
わ

が
ま
ち
魅
力
発
信
隊
で
吉
賀
町
Ｐ
Ｒ
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
で
３
回
目
を
迎
え
、
広
島
地
域

の
情
報
発
信
の
場
と
し
て
定
着
し
て
き
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
今
年
度
は
出
店
を
中
止
し
観
光
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ニ
タ
オ
ル
を

制
作
し
、
来
場
者
へ
配
布
し
ま
し
た
。
ま

た
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
吉
賀
町
Ｐ
Ｒ
動
画

を
放
映
し
、
吉
賀
町
の
映
像
を
来
場
者
へ

お
届
け
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
山
陽
圏
を
中
心
に
吉
賀
町
Ｐ
Ｒ

を
実
施
し
、
来
町
促
進
や
吉
賀
町
フ
ァ
ン

作
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
で
Ｐ
Ｒ

　
　
　

カ
ー
プ
わ
が
ま
ち
魅
力
発
信
隊
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先
月
配
付
し
た
「
吉
賀
高
校
支
援
協
議

会
だ
よ
り
」
で
も
お
知
ら
せ
し
た
よ
う

に
、
今
年
度
の
大
学
生
交
流
事
業
は
、
一

旦
、
10
月
末
に
延
期
に
な
り
、
で
き
る
方

法
で
実
施
し
よ
う
と
調
整
を
進
め
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
実
施
が

難
し
い
と
判
断
を
し
、
今
年
度
も
中
止
と

し
ま
し
た
。

　

吉
賀
高
校
で
は
、
こ
の
事
業
に
合
わ
せ

て
、
ア
ン
ト
レ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

各
班
で
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
生
と

一
緒
に
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
11
月
１
日
に
、
自
分
達
の
探
求

の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
町
内
に
出
か
け
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
自
分
達
で
活
動
し
た
り

調
べ
た
り
し
て
い
く
中
で
、
直
面
し
て
い

る
課
題
に
つ
い
て
相
談
し
た
り
、
専
門

的
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
方
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
し
て
知
識
を
深
め
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
は
、
多
く
の
吉
賀
町
の
皆
さ
ん

に
お
世
話
に
な
り
、
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
、
生
徒
達
の
た

め
に
お
時
間
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
の
午
後
は
、
フ
ィ
ー
ル

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
！

　
　
ア
ン
ト
レ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

支
援
室
だ
よ
り

吉
高

ド
ワ
ー
ク
を
し
て
分
か
っ
た
事
や
今
後
の

予
定
、
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
各
グ
ル
ー

プ
と
担
当
の
大
学
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ

な
ぎ
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
事
も
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
大
学

生
と
の
交
流
を
継
続
し
な
が
ら
、
ア
ン
ト

レ
の
学
習
を
よ
り
深
め
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
お
世

話
に
な
る
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

今
後
も
、
生
徒
達
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

賀

校

トピックス
話題・できごと

　

第
58
回
キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス
カ
ッ
プ
福
岡
大

会
が
宗
像
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

大
会
は
全
国
ク
ラ
ス
の
大
会
で
北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
全
国
か
ら
の
参
加
が
あ
り
ま

す
。
低
年
齢
の
８
歳
以
下
、
10
歳
以
下
、

12
歳
以
下
の
男
女
ク
ラ
ス
が
あ
り
将
来
期

待
さ
れ
る
選
手
が
全
国
か
ら
集
ま
り
ま
し

た
。
８
歳
以
下
男
子
ク
ラ
ス
で
は
、
予
選

リ
ー
グ
を
１
位
通
過
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
も
全
勝
し
た
片
上
龍
之
介
さ
ん
（
七

日
市
小
２
年
）が
見
事
に
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
で
当
町
の
優
勝
は
７
年
前
10

歳
以
下
で
優
勝
し
た
岩
本
晋
之
介
さ
ん
以

来
の
快
挙
で
す
。
片
上
さ
ん
は
準
決
勝
ま

テ
ニ
ス
・
片
上
選
手　

８
歳
以
下
優
勝

で
は
セ
ッ
ト
を

落
と
さ
ず
勝
利

し
ま
し
た
が
、

最
後
の
決
勝
戦

で
は
第
１
セ
ッ

ト
を
先
に
奪
わ

れ
焦
り
ま
し
た

が
、
第
２
セ
ッ

ト
か
ら
戦
術
を

変
化
さ
せ
て
逆

転
で
勝
利
し
ま

し
た
。
他
の
当

町
選
手
で
は
、

８
歳
以
下
女
子

上
碧
さ
ん
（
七
日
市
小
４
年
）
が
３
位
、

萬
行
椛
恋
さ
ん
（
六
日
市
小
４
年
）
が
ベ

ス
ト
８
と
い
う
結
果
で
し
た
。
み
ん
な
コ

ロ
ナ
禍
で
大
会
が
少
な
い
中
、
普
段
の
練

習
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
県
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会
（
オ
ー

タ
ム
）
が
10
月
30
～
31
日
に
山
口
市
維
新

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
吉
賀
町
か
ら

山
口
県
登
録
し
て
い
る
５
名
が
出
場
し
ま

し
た
。
13
歳
以
下
女
子
で
は
河
口
菜
々
美

さ
ん
（
六
日
市
小
４
年
）
が
上
級
生
を
全

て
倒
し
優
勝
。
11
歳
女
子
で
は
萬
行
椛
恋

さ
ん
（
六
日
市
小
４
年
）
が
山
口
県
大
会

初
優
勝
。
９
歳
以
下
男
子
で
は
第
１
シ
ー

ド
の
片
上
龍
之
介
さ
ん
（
七
日
市
小
２

年
）
が
２
連
覇
。
９
歳
以
下
女
子
で
は
第

１
シ
ー
ド
の
河
口
依
鈴
さ
ん
（
六
日
市
小

２
年
）
が
４
連
覇
し
、
年
間
大
会
Ｕ
９
す

べ
て
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
岩

本
晋
之
介
選
手
以
来
の
快
挙
で
す
。
ひ
と

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

　
　
　
　
　

山
口
県
大
会　

４
名
優
勝

で
河
口
依
鈴
さ
ん
（
六
日
市
小
２
年
）
が

準
優
勝
、
10
歳
以
下
女
子
で
河
口
菜
々
美

さ
ん
（
六
日
市
小
４
年
）
が
準
優
勝
、
片

つ
の
大
会
で
５

人
中
４
人
が
優

勝
し
た
こ
と
は

吉
賀
町
テ
ニ
ス

連
盟
で
は
初
の

こ
と
で
す
。
子

供
達
の
毎
日
の

練
習
の
成
果
が

発
揮
さ
れ
ま
し

た
。



25　　広報よしか　2021 年 12 月号　№ 194

　
《
短
歌
》

あ
り
し
日
の
妹
婿
の
呼
び
掛
け
で

　
　

紅
葉
め
ぐ
り
昨
日
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

敦
子

幼
な
き
日
友
と
遊
び
し
菩
提
寺
の

　
　

銀
杏
も
今
は
泰
然
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
田　

登

寒
暖
を
繰く

り
返
し
つ
つ
此
の
日
頃

　
　

山
の
紅
葉
際き

は

だ
ち
て
映は

ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

ちょうみんひろば

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用

い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。
●
応
募
作
品

は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意

味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
《
俳
句
》

太
陽
の
恵
み
受
け
て
の
稲
穂
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

村
上　

毅

落
穂
拾
ふ
白
鷺
急
に
翔
ち
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

齋
藤
ツ
ル
子

立
ち
寄
り
し
日
暮
れ
の
店
に
祭
鮓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

河
野　

由
希

雨
上
み
し
後
の
月
影
中
国
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
場　

博
明

一
瞬
の
父
似
の
顔
や
秋
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

三
浦　

一
美

日
は
銀
色
石
見
は
峡
の
今
朝
の
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

山
崎
美
智
子

ふ
る
さ
と
は
祭
の
頃
よ
秋
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

茅
原　

久
子

ベ
ト
ナ
ム
語
聞
こ
ゆ
る
過
疎
の
芒
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

村
田　

綾
美

赤
と
ん
ぼ
空
の
す
き
ま
に
か
く
れ
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
岡　

雅
子

蒼
穹
や
小
学
校
は
秋
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

青
木　

道
子

　
《
川
柳
》

世
渡
り
も
数
を
踏
む
内
正
当
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

岩
上　

武
史

姫
な
で
し
こ
う
っか
り
踏
ん
で
土
を
寄
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
場　

博
明

大
相
撲
横
綱
し
ず
か
に
し
こ
を
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

石
村　

菊
夫

麦
踏
み
は
昔
子
供
の
お
て
つ
だ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

安
永　

藤
子

ま
ま
な
ら
ぬ
筆
の
運
び
に
足
踏
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

田
村　

民
子

踏
み
し
め
て
今
日
も
元
気
に
歩
き
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

大
庭　

和
子

松
茸
を
目
指
し
踏
み
し
め
山
の
ぼ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

寺
戸
美
瑳
子

機
嫌
悪
い
誰
か
が
母
の
地
雷
踏
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

澤　

三
智
代

よ
く
も
よ
く
画
鋲
踏
み
込
み
血
の
り
海

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
斉
藤
ア
イ
子

彼
岸
花
踏
み
つ
け
ら
れ
て
逞
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

新
洞　

朱
実 

麦
の
よ
う
踏
ま
れ
て
育
て
蔵
木
っ子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

池
下　

邦
枝

一
歳
児
迂
回
を
知
ら
ず
お
も
ち
ゃ
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

折
口　

沙
羅

八や

そ

じ

十
路
越
え
ま
だ
喜
べ
ぬ
路み

ち

半な
か

ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

村
上　

毅

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
10
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
10
月
届
出
）

水
津　

緋
央
（
ひ
お
）
さ
ん

　
　
　

一
盛
・
奈
那
満
さ
ん
の
子　

七
日
市

　《
寄
稿
》

無
投
票
に
思
う

竹
中　

和
博

　

10
月
の
町
長
選
も
、
町
議
選
も
、
町
民

の
審
判
を
受
け
る
事
な
く
、
今
後
、
四
年

間
の
地
位
を
手
に
入
れ
た
形
と
な
り
ま
し

た
。
実
は
私
も
、
あ
る
陣
営
の
ス
タ
ッ
フ
で

し
て
、
選
挙
戦
が
一
日
で
終
って
、
本
当
に

楽ら
く

を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
言
う
の
が
本
音
で

す
。
し
か
し
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
緊
張

感
の
な
い
、
新
鮮
味
の
な
い
、
町
民
の
代
表

を
選
ん
だ
と
い
う
実
感
に
は
程
遠
い
も
の
で

し
た
。
四
年
間
の
評
価
を
下
す
こ
と
な
く
、

次
の
四
年
も
ど
う
ぞ
貴
方
等
や
っ
て
下
さ
い

と
言
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
町
の
将
来
、
発
展
を
本
当
に
考
え
る

な
ら
ば
、
世
代
交
代
は
こ
れ
で
い
い
の
か
、

色
々
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
無
投
票
だ
っ
た
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

無
投
票
は
、
合
併
以
降
初
め
て
だ
っ
た
と

い
い
ま
す
。
議
員
の
成
り
手
不
足
、
現
職

議
員
の
高
齢
化
、
色
々
と
問
題
は
有
り
ま

す
。
四
年
後
は
是
非
、
真
の
町
の
代
表
を

導
き
出
す
方
策
を
一
人
一
人
考
え
て
見
る

そ
ん
な
四
年
間
と
し
て
行
く
事
が
大
事
に

な
って
来
ま
す
。
今
回
の
唯
一
の
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
は
、
50
歳
台
の
議
員
さ
ん
が
誕
生
し
た
こ

と
で
す
。

　

次
の
選
挙
は
、
今
回
の
様
に
味
気
な
い
も

の
に
な
ら
な
い
、
新
し
い
人
達
が
続
々
出
て

来
る
、
そ
ん
な
こ
と
を
願
って
や
み
ま
せ
ん
。

山
下　

千
代
子　

さ
ん　

90
歳　
　

抜
月

山
上　

正
行　
　

さ
ん　

84
歳　
　

木
部
谷

河
本　

マ
リ
子　

さ
ん　

74
歳　
　

広
石

永
安　

玉
代　
　

さ
ん　

88
歳　
　

大
野
原

金
水　

洋
子　
　

さ
ん　

78
歳　
　

蔵
木

蔵
本　

イ
チ
ノ　

さ
ん　

91
歳　
　

蔵
木

三
浦　

徹
紀　
　

さ
ん　

90
歳　
　

白
谷

能
美　

イ
ツ
子　

さ
ん　

100
歳　
　

柿
木

堀
田　

和
夫　
　

さ
ん　

87
歳　
　

木
部
谷

宗
本　

等　
　
　

さ
ん　

86
歳　
　

立
河
内
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